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観 光 行 動 の 因 子 構 造 に 関 す る 研 究
一 中日大学生サンプルによる交叉文化的分析－
梁 春 香＊
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は じめ に
不況、高い完全失業率－どの面からみても、現在日本の庶民の生活は明るいとは思えないが、海
外への観光旅行者は年々増加し、読売新聞（2002年12月28日夕刊）によると、この年末年始は12月20
日から1 月6 日まで約71万人に達しているという。しかもそれらの人々の渡航先は、アジア大陸、
ヨーロッパ、北米大陸はもちろん、広くアフリカ、中近東にまで及んでいる。こうした現象は、観
光旅行が、人々の単なる「暇つぶし」、「日常性からの離脱」といった消極的なものではなく、むし
ろ旺盛な好奇心を満たし、個人的欲求や価値観を実現する手段になっているのではないか、と思わ
せる。
そこでこの研究は、現代社会における観光旅行が人々にとって、持つ意味を明らかにしょうとす
るものであるが、本原稿はそれへの一里塚として、日本および中国の大学生を対象に、彼らの観光
活動の選好にみられる違いを明らかにしようとするものである。なお、この研究は、最終的には、
日本、中国、韓国のサンプルによる交叉文化的考察を予定しているが、今回は日本、中国のサンプ
ルによる結果についてのみ報告する。
最近の観光行動に関する研究動向として、とくに因子分析の研究手法による研究成果が多くみら
れるようになっている。たとえば立教大学大学院崔圭岨氏の「ホテルの選択行動における価値概念
の有効性に関する研究」において、観光の宿泊行動に関して、その選択の意思決定には、個人の価
値観がどのように反映され、選択行動と個人の価値観との因果関係を明らかにしょうとした。また
東洋大学片山真由紀氏の「祝祭・獲得・刺激志向が観光行動に及ぼす影響」において、調査の結果
を因子分析して、国内教養旅行派、国内娯楽派、海外旅行派、自然志向旅行派という4 パターン観
光旅行行動を確認した。
以上のように、これまでとかく事象の単なる記述に終わりがちであった観光行動や宿泊行動の因
子構造を明らかにする試みがいくつかの研究でみられるが、本研究は日本と中国の大学生を対象に、
観光行動への選好の因子構造を明かにし、両国文化の違いが、学生たちの観光行動に関する意識及
び選好にどのような形で反映されるかを明らかにしょうとしたものである。
なお、ここで日本と中国の大学生を研究対象に選んだ理由は第一に、被験者を選びやすく、本研
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究のような端緒的研究の被験者として相応しいと考えられたこと、第二に、学生の場合、教養的、
経済的背景が共通した点があり、比較が容易と考えられたことである。
被 験 者 及 び調 査手 続 き
日本人大学生に関しては、東洋大学及び東洋大学短期大学に在籍する学生250名、中国人大学生に
関しては、北京大学及び北京第二外国語学院の学生150名であった。調査は質問紙法とし、日本人学
生には、2001年10月に正規の授業時間に担当教員の協力を得て、質問紙を配布し、回答を求めた上
で回収した。中国人学生には、日本語版質問紙を中国語に翻訳したものを委託した協力者が正規の
授業時間に配布し、回答を求めた上でその時間中に回収された。実施期間は2001年8 月－10月であ
る。日中両大学生とも、この調査は観光に関する大学生の意識における国際比較調査の一部である
と説明され、回答は無記名で行こない、回答内容が学生たちの成績に影響することは絶対にないこ
とが保証された。なお、北京大学及び北京第二外国語学院での調査は、当該大学の教員に委託して
行なわれたが、委託に際しては、日本の大学での実施方法との整合性を保つため、実施マニュアル
が準備された。
調査結果
1 。 日中両国大学生の余暇活動選好の順位比較
日中両大学生の余暇時間の過ごし 方好 みに違いがあるかどうかを知るために、「勉強」「国外旅行」
「国内旅行」「登山活動」「スポーツ活動」「コンサートを聴く」「美術館や博物館 の見学」「アルバイ
ト」「その他」の9 項目を提示し、好 ましいものから順位をつけることを求めた。し かし、順位 はそ
の性質上、平均をとることも不可能で、日中両大学生間の比較に不便であるから、比較を可能 にす
るため、以下の式 によって、順位は順位得点に換算した。
ある項目の順位得点＝k ＋1－順位。
ただし、k は、提示された項目の数。
た とえば、ある学生の「勉強」の順位が1 であった場合 は、順位得点 は、9 ＋1 －1 ＝9 であり、
順位が9 であった場合は、順位得点は9 ＋1 －9 ＝I であ る。 このように、順位得点 は、 はじめの
順位が高いほど、大 きな数値になる。以下、同様にして、各人について、9 項のそれぞれについて順
位得点 を求め、日中大学生別 に、各項目の順位得点 の平均および標準偏差 を求めた ものが、表1 で
ある。
つぎにこれらの9 項目の順位得点に関し て、両大学の学生間に違いがあるかどうかを多変量分散
分析で調べた結果、両サンプルの順位得点には差があることが判明した（ラムダ＝0.649、F ＝18.25、p
＝0.00）。そこで、9 項目の それぞれについて、順位得点の平均 を両大学生間で比較すると、「勉強」
「登山」「美術館や博物館の見学」に関しては、中国の大学生のほうが日本の大学生 よりも好 みが有
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意に高く、「スポーツ」および「アルバイト」に関しては、日本の学生のほうが中国の大学生よりも
好みが有意に高いことが分かった。
なお、表4 までは、中国の大学生の場合は、サンプル総数のうち、分析に用いられたのは、70サ
ンプルに過ぎなかった。これは、学生への指示を現地の教員にまかせたため、指示が不徹底で、無
記入のものがかなりあったためである。
以下、表1-4 までは、順位得点によったものである。
表1 日中大学生余暇活動選好度の比較 順位値による計算結果
日本(n ＝210）
l 勉強する2
国外旅行3
国内旅行4
登山活動5
スポーツ活動6
コンサート
フ 美術館や博物館の見学8
アルバイトをする9
その他
M-
3.45
7.64
7.68
2.85
5.54
4.44
3.32
5.60
2.20
Lambda （8,271）＝0.649,F ＝18.25,p ＝0.00
SD-
2.13
1.90
1.41
1.91
2.09
2.08
1.83
2.31
3.30
中 国 （n ＝M
4.48
7.48
7.31
5.58
4.82
4.65
4.12
4.30
2.40
70）SD-2.41|.73|.582.112.22|.912.032.662.52
F
-
11.48
0.37
3.38
101.39
6.00
0.57
9.53
15.57
0.21
p-
0.00
0.54
0.06
0.00
0.01
0.44
0.00
0.00
0.64
2 。観光旅行決定要因の重要度順位の比較
観光旅行を行う決定要因 としてここで「旅行の費用」、「旅行の目的」、「旅行の目的地 での内容」、
「旅行の同伴者」という4 項目を提示 して、学生たちにそれらの重要度の順位 をつけることを求め
た。表2 はその結果である。
多変量分散分析を行った結果、両 サンプ ルの得点間には差があることが判明した（ラムダ＝0.925、F
＝7.36、p＝0,00）。そこで各項目につい て、日中両国大学生を比較すると、「旅行の費用」および「旅
行の同伴者」については両国学生間 に有意な差異はなく、「旅行 の目的地」は日本の学生が有意に高
く、「旅行の目的地 での内容」は中国学生が有意に高かった。 このこ とは、日本の学生は「どこに行
くか」 について相対的に関心が高く、中国の学生 は「なにをするか」について相対的に関心が高い
ことを意味するであろう。なお、4 項目内の順位では、日本の学生 は「旅行の目的地」、つまり「ど
こに行くか」にもっとも関心が高 く、中国の学生では「旅行の費用」、つまり「い くらかかるか」に
もっ とも関心が高かった。
表2 日中大学生の観光旅行決定要因の重要度順位比較
日本（n＝210）
｜ 旅行の費用2
旅行の目的地3
旅行の目的地での内容4
旅行の同伴者
M-
2.64
2.98
2.26
2.09
Lambda （3,276）=0.925，Fこ7.36.p ＝O.OO
SD-
0.98
1.00
1.10
1.16
中国（nM-2.762.352.642.2070）SD-1.131.031.151.08
F-
0.77
4.50
2.43
0.69
p-
0.43
0.00
0.01
0.48
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3 。日中両国大学生観光旅行形態の選好順位の比較
観光旅行の形態は、普通、「個人旅行」と「団体旅行」に分けられるが、さらに「家族」と「友達」
という二項を加えて提示して、その選好の順位をつけることを求めた。結果は表3 の通りである。
多変量分散分析の結果、両大学生の選考順位得点の間には有意の差があることが明らかであった（ラ
ムダ＝0.939,F ＝5.97，pニ0.00）。そこで個々の項目について比較すると、個人旅行、団体旅行につ
いては両国学生間に有意な差はなく、「家族」は中国学生が日本の学生よりも有意に高く、「友達」
は日本の学生のほうが有意に高かった。このことは、中国の学生のほうが日本の学生よりも、家族
単位で行動することを好むことを反映しているのかも知れない。
表3 日中大学生観光旅行形態選好順位の比較
日本（n＝210)
1 個人2
団 体3
家 族4
友 達
M-
2.10
1.66
2.32
3.73
Lambda(3276 ）＝0.939,F=5.97 ，pこ0.00
SD
一
目00.800.930.53
中国（nM1.951.602.813.5470）SD-1.060.780.930.69
F-
0.88
0.31
14.47
5.92
p-
0.35
0.57
0.00
0.01
4 。旅行の行先についての選好の差異
アジア、ヨーロッパ、北米、アフリカ及び中近東の5 地域について、旅行先としての選好順位を
間うた結果は表4 の通りである。
表4 日中大学生外国旅行行先の選好順位の比較
1 アジア2
ヨーロッパ3
北米4
アフリカ5
中近東
日本（n＝210)
M-
3.48
4.35
3.44
1.87
1.67
Lambda(4,275)=0.942.F ＝4.I6，p＝0.00
SD-
1.01
0.84
1.88
0.95
0.95
中 国 （nM
3.00
4.55
2.98
2.00
1.90
一
一 70）SD-1.310.981.271.34|.14
F-
10.09
2.71
3.64
0.76
2.61
p-
0.00
0.10
0.05
0.38
0.10
多変量分散分析の結果、5地域に対する選好に両国学生間に有意な違いがあることが分かった(ラ
ムダ＝0.942,F ＝4.I6,p＝0.00)。つぎに地域について個別に比較すると、日本の学生では、アジア
及び北米に対する好みが中国の学生よりも有意に高く、中国の学生は、ヨーロッパ及び中近東に対
する好みが日本の学生よりも強い傾向が見られた(ただし後者の場合は、統計的には有意ではない)。
5。中国、日本大学生の観光行動選好の因子構造
日中両国大学生の観光行動選好の因子構造を明らかにするために、両大学生に、前田勇教授によ
る25の観光行動リストを示し、それぞれの行動を取りたいと思う度合いを5 段階尺度（1 ＝やりた
くない、5 ＝ぜひ必ずやってみたい）で評定を求め、主成分分析を行った。表5 は中国、日本の大学
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生について、固有値1.00以上の5 因子についてバリマックス回転 を行い、各行動の因子負荷量が0.500
以上のものを示した ものである。
日本の場合、第1 因子への負荷量が高いの は、「土地の風物や街並をたのしむ」「土地の特産物や
民芸 品の買物をする」「有名なレ ストランで食事 をする」「物語の舞台や人物の歴史を訪 ねる」「高級
品を日本で買 うよりも安 く購入する」で、 とくに「土地の風物や街並をたのし む」「土地の特産物や
民芸品の買物 をする」への負荷量が高く、し たがってこの因子は、旅行先 の土地の風物や特産品 に
対 する関心を示すもので「消費的観光活動中心」と解釈される。
第2 因子への負荷量が高いのは、「ナイト・レジャーを楽しむ」「ギャンブルを楽しむ」「行事・イ
ベント・見本市などの見学に参加する」で、 この因子は大衆的な娯楽活動 に関連した因子で「娯楽
的観光活動中心」と解釈 できる。
第3 因子への負荷量が高いのは、「海や海辺で楽しむ」「遺跡・歴史建築物 などを見る」「遊覧船・
登山電車などを利用する」「美術館・博物館を訪 ねる」というアウトド ア、文化的活動に関連したも
ので「文化的活動中心」と解釈される。
第4 因子への負荷量が高いのは、「スポーツ大会・試合を観戦する」「免税店で買物をする」「音楽・
演劇 ・舞踊などを観賞する」という文化活動であ るが、主 に各種の試合、各種のショーを観戦、観
賞する活動に関連した因子で「観賞的観光活動中心」 と解釈される。
第5 因子への負荷量が高いのは、「ドライブ を楽しむ」 「有名なリゾート地で ゆっくり過ごす」
「広大 な自然に接する」「有名な公 園や遊園地・テーマパークを訪ねる」「物語の舞台や人物 の歴史
を訪ねる」で、とくに「ド ライブを楽し む」「有名 なリソート地でゆっくり過ごす」「広大な自然に
接する」の負荷量が高いところから、日常生活から脱出して自然 に触れあい、心をリフレ ッシュウ
することと関連した因子で、「心身 開放的観光活動中心」 と解釈できる。
中国 の場合 も同様の5 因子解が得られた。「文化的観光活動中心」（因子1 ）は「海や海辺で楽しむ」
「遺跡・歴史建築物などを見る」「美術館、博物館を訪 ねる」「遊覧船・登山電車などを利用す る」、
「野生 の動物を見る・触れる」と言う項目である。
「娯楽的観光活動中心」（因子2 ）と解釈されるものは、「スキー・スケートなどのウインタースポー
ツをする」、「ナイト・レジャーを楽しむ」、「行事、イベント・見本市などの見学に参加する」、「テ
ニス・ゴルフなどのスポーツをする」 によって構成されている。特にスキー・スケートなどのスポー
ツ活動、 ナイト・レジャー活動などへの因子負荷量が高い。
「観賞的観光活動中心」（因子3 ）は「音楽・演劇・舞踊などを観賞 する」「スポーツの大会・試合
を観戦 する」「免税店で買物をする」「土地の人々 と交流をしたり、風俗習慣を知る」 という4 項目
であるが、主に各種の試合、各種のショーを観戦、観賞 する活動に関連した因子への負荷量が高い。
「心身開放観光活動」と解釈さ れる（因子4 ）ものは、「有名なリゾート地でゆっくり過す」、「有
名な公園や遊園地・テーマパークを訪れる」 という2 項目だけであ る。
「消費的観光活動中心」と解釈される（因子5 ）ものは、「物語の舞台や人物の歴史を訪ねる」、「土
地の特産物や民芸品の買物をする」、「有名なレ ストランで食事 を楽し む」、「ド ライブ を楽しむ」、「高
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表5 日中大学生観光行動選好の5 因子への負荷量（国別）
中 国 日 本
項目111IllIVV 項目l11IllIVV
一-
-
--
一-----
一
一------
--
-
--
--
--
--
-
--
--
--
--
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
項目内容
美しい風景を見る
広大な大自然を見る
土地の風物や街並をたのしむ
土地独特の食べ物や飲み物を味わう
遺跡・歴史建築物などを見る
有名な公園や遊園地・テーマパークを訪 ねる
土地の特産物や民芸品の買物をする
「免税店」で買物をする
美術館・博物館を訪ねる
有名なリゾート地でゆっくり過す
有名なレ ストランで食事をする
土地の人々と交流をしたり、風俗や習慣を知る
海や海辺で楽しむ（マリンスポーツを楽しむ）
野生の動物を見る・触れる
高級品を自国で買うよりも安く購入する
音楽・演劇・舞踊などを観賞する
遊覧船・登山電車などを利用する
ドライブを楽しむ
物語の舞台や人物の歴史を訪ねる
スポーツ大会・試合を観戦する
行事・イベント・見本市などの見学に参加する
テニス・ゴルフなどのスポーツをする
スキー・スヶ一卜などのウインタースポーツをする
ナイト・レジャーを楽しむ
ギャンブルを楽しむ
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級品を自国で買うよりも安く購入する」によって構成されている。そのうち、とくに旅先での買い
物、飲食行動に関心を示した項目が三つもある。
結果の考察
日中大学生の観光意識及び観光行動選好の因子構造を比較分析してきた結果は次のようにまとめ
ることができる。1.
日本の大学生は「余暇」中心の観光行動に関心が強く、中国の大学生は「教養」中心の観光
行動に関心が強い。
具体的にいえば、日本の大学生は中国の大学生に比べて「スポーツ」、「アルバイト」についての
関心が有意に高かく、中国の大学生は「勉強」、「美術館や博物館の見学」及び「登山活動」に関心
が有意に高かった。
このような相違は日中両国の社会の現状をある程度反映したものと考えられる。日本はマス・レ
ジャーの社会になり、一般の国民が多様な余暇活動に参加している。スポーツ活動についての高い
関心はこうした反映と思われ、また、アルバイトについての高い関心は、余暇の時間に日本の多く
の大学生が好んで自己のやりたいスポーツ活動などに必要な経費を自分で稼ぐという、現在の学生
の生活様式を反映したものと解釈できる。
一方の中国は社会全体がまだ裕福だといえない。最近余暇時間が増加したとはいえ、余暇活動内
容の選択肢は、日本ほど多くないのが現状である。とくにお金のかかるスポーツ活動は一般の人や
大学生には、まだ手の届かないものである。そのため、自己開発など、教養中心の観光活動への関
心が高いと考えられる。2.
提示した項目に関するかぎりでは、日本の大学生は「旅行目的重視型」であり、中国の大学
生は「経済要因重視型」であるといえよう。
この結果も日中両国社会の現状が反映されている。日本では、多くの国民にとっては、旅行に行
くこと自体はむしろ日常的ことで、「どこに行くか」が関心の中心であるが、中国の大学生の場合は、
「いくらかかるか」が関心の中心である。今日の中国でも旅行は一種のブームになっているが、多
くの人にとっては、旅行に必要な費用が最大の問題で、とくに外国旅行にいけることは金持ち、ス
テータスシンボルとされている。3.
日本の大学生は「友達同伴志向」が強いが、中国の大学生は「家族同伴志向」が強い。
具体的に言えば、日本の大学生は「家族」との旅行よりも「友達」との旅行を好む傾向があるが、
中国の大学生は「友達」との旅行よりも「家族」との旅行を好む傾向が強い。
こうした結果は日本と中国の大学生における「家族の絆」の強さの違いを反映しているかも知れ
ない。朝日新聞社の2002年の定期国民意識調査によると「一般的にいって、家族の絆は強まってい
るか、弱まっているか」と言う質問に対して、「弱まっている」とする者は46%で、「強まっている」
とする者の18％よりも遥かに多かった（朝日新聞2003年1 月8 日）。
68 観光学研究 第2 号2003 年3 月
4. 外国旅行では、日本大学生は「近距離志向」であるが、中国大学生は「遠距離志向」である。
日本大学生は、外国旅行のデスティネーションとして中国と韓国など、アジアの近隣国を選ぶ傾
向が強い。これは米国に起きた9・目テロ事件以後、海外旅行の安全性についての関心が高まり、日
本人の観光旅行者は比較的安全なアジア地域を選択することになっているのであろう。
一方、中国の大学生はヨーロV パ及び中近東旅行を志向している者が相対的に多い。これは「改
革・開放」後、大学生に止まらず、多くの国民の間に強まった、これまでの閉鎖された国から遠くへ
行きたい、とくに自分と違う文化圏の世界をみたいという願望の現れとみることができよう。しか
し、中国人としての国外旅行の行先に関して、様々な制約があり、意思のままに行動できないのが
現状である。5.
中日両大学生ともに、観光行動選好は5 因子からなることが確認されたが、5因子の構成内容
には多少の違いが見られる。
中日両大学生のサンプルについて、別々に25の観光行動選好を主成分分析（バリマックス回転）
行なった結果、それぞれのサンプルにおいて、「消費的観光活動中心」「娯楽的観光活動中心」「観賞
的観光活動中心」「心身開放観光活動中心」「文化的観光活動中心」の5 因子を抽出することができ
た。このことは25の観光行動選好に関しては、日中両大学生ともに、同じ因子構造を持っているこ
とを示すが、それぞれの因子を構成する観光行動は必ずしも同じではなかった。たとえば、日本人
の大学生では「ドライブを楽しむ」は因子「心身開放観光活動中心」への負荷量が高かったが、こ
の行動は中国人大学生の「心身開放観光活動中心」には含まれていなかった。これは中国の社会基
盤が日本ほど整備されておらず、国民にまだこのような選択肢を与えていないためと考えられる。
また、日本人大学生で「娯楽的観光活動中心」因子を構成する「ギャンブルを楽しむ」は中国人の
大学生の「娯楽的観光活動中心」には含まれていなかった。これも現在の中国（本土）ではギャン
ブル活動が法律で禁止されていることによるものである。
このように中日両大学生の観光行動選好因子の構成要素に違いが見られたことは、観光行動選好
が文化的社会的価値観の違いを反映することを強く示唆するものであろう。
【参考文献】I)
横田澄司・正田 亘・関本昌秀（1981）「マーケティングと人間行動」泉文堂2
）崔 圭Ill(1999年10月）日本観光研究学会第14回全国大会論文集3)
松戸武彦・高田利武編著「変貌するアジアの社会心理」ナカニシャ出版4
）前田勇・梁春香他 共著「現代観光学の展開」学文社
後 記
調査実施にあたって、下記の方々にご協力をいただきました。ここに記して、感謝の意を表します。
日本側：東洋大学国際地域学部観光学科佐々木宏茂教授、松園俊志教授
中国側：北京大学東方言語学部郭勝華助教授、北京第二外国語学院日本語学部張永旺教授
梁：観光行動の因子構造に関する研究 一中日大学生サンプルによる交叉文化的分析－ 69
付録：調査質問表
本調査は国際観光、とくに北東アジア地域の国際観光を研究するために、実施されるもので、日本、韓国及び
中国の三国を対象にして、観光意識、観光行動及びそれに関連することを調査内容にしています。
このたび、調査の実施にあたって、皆さまのご協力をいただき、まことに感謝しています。
性別： 年齢： 専門：
1－1 十分な余暇時間があるとすれば、次のどのことをしたいですか。したいことに順番をつけて、その番
号を〔 〕の中に記入してください。
1
〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
勉強する
国外旅行
国内旅行（1日以上）
登山活動
スポーツ活動
コンサート
美術館や博物館の見学
アルバイトをする
その他（自由記述）
2 観光旅行に行く場合。あなたにとっては、つぎのどのことが重要ですか。重要度の順番を〔 〕の中
に記入してください。
1
3
を
〕
〕
旅行の費用
旅行の目的地
旅行の目的での内容
旅行の同伴者
観光旅行に行く場合、つぎのどのような形で行きたいですか、もっとも好ましいものからその順位
〔 〕の中に記入してください。
??
個人で
団体で
家族で
友達で
1－4 観光のために外国旅行に行くとしたら、下の5 つのうちでは、どこに一番行きたいですか。その行き
たい順番を〔 〕の中に記入してください。
〕
〕
〕
〕
〕
ア ジ ア
ヨ ー ロ ツノマ
北 米
ア フ リ カ
中 近 東
2 。つぎに23番から47番まで、海外観光旅行に行ったときに、多くの人 がする行動がリスト・アップされてい ま
す。かりにあなたが海外に観光旅行に行ったとしたら、それぞれをどの程度やってみたいと思い ますか。下の
該当する数字を、各項目の頭にある〔 〕内に記入し てください。
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1 ―やりたくない2
＝あ まりやりたくない3
＝機会があればやってもよい という程度4
＝できるだけやってみたい5
＝ぜひ・必ずやってみたい
行 動
〔 〕23. 美しい風景を観る
〔 〕24. 広大な大自然に接 する
〔 〕25, 土地の風物や町並を楽しむ
〔 〕26. 土地独特の食べ物や飲み物を味わう
〔 〕27. 遺跡・歴史的建築物などを観る
〔 〕28. 有名な公園や遊園地・テーマパークを訪れる
〔 〕29. 上地の特産物や民芸品の買い物をする
〔 〕30. 「免税店」で買い物をする
〔 〕31. 美術館・博物館を訪れる
〔 〕32. 有名リゾート地でゆっくりすごす
〔 〕33. 有名レストランで食事を楽しむ
〔 〕34. 土地の人々と交流したり、風俗や習慣を知る
〔 〕35. 海や海辺で楽しむ（マリンスポーツを楽しむのを含む）
〔 〕36. 野生の動物を観る・触れる
〔 〕37. 「高級品」を自国で買うよりもやすく購入する
〔 〕38. 音楽・演劇・舞踊などを鑑賞する
〔 〕39. 遊覧船・登山電車などを利用する（クルーズを含む）
〔 〕40. ドライブを楽しむ
〔 〕41. 物語の舞台や人物の歴史を訪ねる
〔 〕42. スポーツの大会・試合を観戦する
〔 〕43. 行事・イベント・見本市などの見学に参加する
〔 〕44. テニス・ゴルフなどのスポーツをする
〔 〕45. スキー・スケートなどのウインタースポーツをする
〔 〕46. “ナイト・レジャー”を楽しむ
〔 〕47. ギャンブルを楽しむ
